
芭
蕉
の
鳥
類
の
句
に
関
す
る
考
察

は
じ
め
に

「
月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
行
き
か
ふ
年
も
ま
た
旅
人
な
り
己
(『お

く
の
ほ
そ
道
』
官
頭
)
と
し
る
し
た
芭
蕉
は
、
人
生
を
旅
と
思
っ
て
い
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
本
小
論
で
は
、
空
を
自
由
に
飛
び
ゆ
く
鳥
類
に、

芭
蕉
は
い
か
な
る
思
い
を
託
し
た
の
か
に

つ
い
て
、
西
行
の

『山
家
集
』

と
も
比
較
対
照
し
つ
つ
考
察
し
た
い
。

新
潮
日
本
古
典
集
成

『芭
蕉
句
集
』
を
底
本
と
し
て
、
句
番
号
も
同
書

に
よ
っ
た
。

一
、
年
号
別
に
よ
る
芭
蕉
の
鳥
類
の
句

芭
蕉
は
、
何
年
に
最
も
よ
く
鳥
類
の
句
を
詠
ん
だ
の
か
を
次
に
表
示
す

る
。
年
号
欄
の

O
印
内
の
数
字
は
、
年
号
別
の
合
計
句
数
で
あ
る
。

竹

子

島

智

フじ

5 
天

毒延 ① 寛文
年

⑪ 禄 ⑤ 和
下口デ

JG 四 JG 末年 JG J¥ 
ム

五 十ノ、
年

3手
507 481 371 328 292 267 231 216 ト一一 165 142 121 101 74 41 

171 句
536 485 381 329 293 277 235 166 

183 番
579 492 394 330 295 お6

下~
607 495 407 296 

496 409 298 

498 431 302 

499 435 311 

500 437 323 

十 J¥ 十 i口〉、

句 句 句 句
// 

句
//今 "" I // 

句
句 句 計
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享貞 7c 

⑪ 禄

7G 

③ 禄
七

ム

五 四ノ、

924 843 797 754 693 610 

933 854 816 7ω 697 635 

934 860 827 761 ω8 651 

949 868 831 786 701 654 

950 894 721 658 

959 901 722 666 

966 918 750 673 

969 751 675 

/¥ 七
'" 

四
イシ

/¥ 
句 句 句 句

以
上
、
お
く
の
ほ
そ
道
の
旅
に
出
た
元
禄
二
年
が
十
二
句
で
最
多
数
を

占
め
、
次
い
で
、
笈
の
小
文
の
旅
に
出
た
貞
享
四
年
が
十
一
旬
、
元
禄
元

・
三

・
四
年
が
各
八
句
、
元
禄
七
年
が
七
句
で
あ
る
。
鳥
類
の
句
は
、
貞

享
四
年
よ
り
激
増
し
、
元
禄
五
、
六
年
は
各
四
句
で
少
な
い
こ
と
が
注
目
さ

れ
る
。

@
そ
れ
で
は
、
貞
享
三
年
迄
に
比
し
、

貞
享
四
年
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に

も
増
加
し
た
の
か
。

@
増
加
し
て
い
る
中
に
あ

っ
て
、
元
禄
五
、六
年
は
、
な
ぜ
少
な
い
の
か
。

の
二
点
に
つ
い
て
論
述
し
た
い
。

@
に
つ
い
て

貞
享
四
年
作
の
内
、
季
節
別
で
は
、

一
春

11lm
-m
・
加
・
捌

一
夏

ll|捌
・

m

了
火
lil
i
--u

-

4
f

々
，

q
4
υ

一
冬

||i
m
-m
-m
-m

と
な
り
、
春
と
冬
が
各
四
旬
、
ず
つ
で
最
も
多
い
。

特
に
句
数
の
多
い
春
と
冬
の
句
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
抑
制
闘
の
巣
も
見
ら
る
る
花
の
葉
越
し
哉

一

山
家

{
加
鶴
の
巣
に
嵐
の
外
の
桜
哉

一
加
永
き
日
も
噌
り
足
ら
ぬ
ひ
ば
り
哉

-m原
中
や
も
の
に
も
つ
か
ず
哨
く
雲
雀

春

鳴
海
に
と
ま
り
て

悶
星
崎
の
閣
を
見
よ
と
や
暗
く
千
鳥

加
鷹
ひ
と
つ
見
付
け
て
う
れ
し
い
ら
ご
崎

却
い
ら
ご
崎
似
る
も
の
も
な
し
鷹
の
声

杜
国
が
不
幸
を
伊
良
古
崎
に
訪
ね
て
、

鷹
の
声
を
折
ふ
し
聞
き
て

制
夢
よ
り
も
現
の
鷹
ぞ
頼
も
し
き

貞
享
四
年
春
は
、
「
去
来
が
江
戸
に
来
て
芭
蕉
を
訪
れ
る
己
と
あ
る
の

み
で
、
そ
の
他
は
特
記
す
べ
き
事
項
は
見
あ
た
ら
な
い
が
、

『荘
子
』
の

影
響
は
、
芭
蕉
の
作
句
の
深
化
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
一
大
事
で
あ
る
と

思
わ
れ
る。

貞
享
四
年
当
時
の
芭
蕉
は
、
加
の
句
の
調
書
「
物
皆
自
得
」
や
「
蓑
虫

説
践
」

の
「
静
か
に
み
れ
ば
物
皆
自
得
す
、
と
い
へ
り
」

と
あ
る
よ
う
に、

『荘
子
』
の
自
然
観
が
強
く
影
響
し
て
い
る
。
加
の
句
も
、
自
得
の
境
地

を
深
く
見
つ
め
、
加
の
句
に
も

『荘
子
』
遁
逢
遊
篇
に
も

つ
な
が
る
天
性

冬
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の
自
由
の
境
地
を
見
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
心
境
が
、
春
の
の
ど
か
な
風

景
と
相
挨
っ
て
、
春
の
鳥
の
句
が
多
数
成

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

貞
享
四
年
冬
が
多
い
の
は
、
十
月
二
十
五
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
東
海

道
筋
を
帰
郷
の
途
に
就
き
(
笈
の
小
文
の
旅
)、
十
二
月
末
、
伊
賀
上
野
に

帰
り
越
年
し
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

m
-mは
『笈
の
小
文
』
に
見
え
、

m
-mも
、
邸
同
様
伊
良
湖
崎
で
詠
ん
で
お
り
、
こ
の
旅
が
契
機
と
な
っ

て
多
数
占
め
て
い
る
。

⑮
に
つ
い
て

①
元
禄
五
年
二
月

十

八

日

付

曲
水
宛
書
簡
の

「風
雅
三
等
の
文
」
に

よ

っ
て、

当
時
の
俳
諮
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ

っ
た
か
が
知
れ
る
が、

同
日
付
珍
想
筆
筒
や
五
月
七
日
付
去
圭

窒

簡
に
よ

っ
て
も
明
勺
か
な

よ
う
に
、
江
戸
の
俳
諮
は
、
浅
ま
し
く
な
り
下
が

っ
た
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
芭
蕉
の
心
痛
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

②
さ
ら
に
、
元
禄
六
年
三
月
下
旬
、
猶
子
桃
印
が
芭
蕉
庵
で
夫
折
し
た
。

そ
の
こ
と
を
「
此
不
便
は
か
な
き
事
共
お
も
ひ
捨
て
が
た
く
胸
を
い
た
ま

し
め
罷
有
候
」

(同
年
三
月
二
十
日

〔
推
定
〕
付
許
六
宛
)
と
し
る
し
、

深
い
悲
し
み
に
く
れ
た
。

③
ま
た
、

「
折
/
¥
指
出
(
で
)
候
而
迷
惑
致
候
ニ
付、

盆
後
閉
関
致
候
己

(
元
禄
六
年
八
月
二
十
日
付
白
雪
宛
)
や
、
「
当
夏
暑
気
つ
よ
く
、

諸

縁
音
信
を
断
ち
初
秋
よ
り
閉
問
、

二
郎
兵
衛
ハ
小
料
理
ニ
慰
み
罷
有
候
。

夏
中
ハ
筆
を
も
と
ら
ず
、
書
に
む
か
は
ず
、
画
も
打
捨
て
寝
く
ら
し
た
る

計
り
ニ
御
座
候
。
」
(
元
禄
六
年
十

一
月
八
日
付
曲
水
宛
)
と
あ
る
よ

う
に
、
暑
さ
の
た
め
老
衰
し
、
盆
過
ぎ
か
ら
約

一
カ
月
門
戸
を
閉
じ
て
人

々
と
の
対
面
を
断
っ

た
。
こ
の
た
め
作
句
も
当
然
少
な
く
な

っ
て
く
る
。

以
上
①
l
③
に
よ
っ
て
、
元
禄
五
、
六
年
に
は
、
鳥
の
作
句
も
少
な
く

な
っ

た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

一一、

次
に
、

季
節
別
に
よ
る
鳥
類
の
句

四
季
で
は
、
い

つ
が
多

い
の
か
を
調
査
す
る。

冬 秋 夏 春
季
長有

666 101 658 121 701 ~96 247 11 754 296 41 
句

673 216 721 311 760 499 298 12 843 371 231 
番

675 277 722 435 761 5∞302 74 924 381お5
・巧ロ

7日 323876 437 797 507 407 142 949 394 236 

751 328 894 498 854 536 4ω 165 959 481 267 

786 329 901 579 860 635 431 166 969 485 292 

918 651 827 330 868 697 492 171 610 293 

9~3 654 934 6日8495 183 831 607 693 295 
966 950 

i口〉、

十 十 十 十
七ノ、

句 句 句 句 言十

- 77一

以
上
、

夏
が
三
十
三
句
で
最
多
数
を
占
め
、
次
い
で
春
の
二
十
二
旬
、

秋
の
十
七
旬
、
冬
の
十
六
句
と
な
り
、
秋
と
冬
と
は
大
差
な
い

こ
と
が
わ

か
る
。
鳥
類
の
句
に
関
す
る
限
り
、
芭
蕉
は
、
夏
型
の
俳
諮
師
で
あ
る
と

い
え
よ
う
。
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三
、
季
節
別
の
鳥
の
名

句
番
号
に

O
印
の
あ
る
も
の
は
、

も
の
で
あ
る
。

⑦
春
の
句

一
句
中
に
二
種
類
の
鳥
の
名
が
あ
る

台、 雀 衡 f鷺 ，鳥 土佐 燕 ひ 鵠 主鳥 み ，鳥 雁
フ (J σ〉 そ 4鳥
も り 巣 さ
り ざ σ〉

L、
名

⑮ 949 693 610 485 394 371 295 292 236 お5231 41 

754 924 曜診 296 293 267 句

843 ⑮ 381 
番

969 ⑩ 

手日ヲ

1口L 

四 四
'" 。句 句 句 句 句 句

。
句

// 内〉

句
計

単
に
、
「
鳥
」
と
あ
る
句
を
除
く
と
、
「
ひ
ば
り
」
が
四
旬
、
次
い
で

「
鴬
」
が
三
句
で
多
い
が
、
十
二
種
類
の
多
数
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。

の
夏
の
句

f箆 雪Z雀g: 
古，閑鳥

鶴 水 木啄 鵠 入島 li 
鶏 舟 の と

浮 と
巣 ぎ

す

860 701 698 536 507 495 431 302 635 247 11 
句

868 ω7298'12 

934 7ω40774 番

761 4ω142 
・下口7 

797 4日2165 

854 496 166 

950 499 171 

5∞183 

十 I口L 

言十
// I ~ ク句 句

。'"
句 句

以
上
、

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
が
二
十
三
句
で
最
多
数
を
占
め
、
夏
の
句
は

九
種
類
に
及
ん
で
い
る
。

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
こ
ん
な
に
も
多
数
詠
ん
で

い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
夏
の
句
を
多
く
詠
ん
で
い
る
の
も
、
「
ほ
と

と
、
ぎ
す
」
の
句
が
多
い
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

。。
ヴ，，
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目
さ
れ
る

t

@
秋
の
句

j度 椋 ，鳥 五 四 鷹 雁 主鳥 鳩 雀 鴫 主鳥 ，烏
り ，鳥 イ立 雀十

，鳥
，鳥 鷺 。コ

名

966 933 918 894 816 @ 654 651 579 437 435 311 121 
( 

注 658 @ 721 498 句
1 

) 

901 
番

干日ヲ

ZロL 
'シ // // イシ '" 句 句 句 句 句 句 句 句 言十

以
上
、
秋
の
句
は
、
「
雁
」
が
三
句
で
最
多
数
を
占
め
、
次
い
で
、

面
」
「
雀
」
「
鶏
」
が
各
二
句
で
あ
る
。
単
に

「鳥
」
「
渡
り
鳥
」
と
な

っ
て
い
る
の
を
除
く
と
、
十
一
種
類
に
及
ん
で
い
る
。

@
冬
の
句

甲鳥 雀 4鳥 雁 鷺 ，烏 鷹 間島
千，鳥

都
，鳥 ，鳥

の
名

827 786 751 750 675 607 328 277 216 101 

831 673 329 323 句

330 666 
番

下口子

Zロ』。
'" 匂 匂 句 句 匂 句 句 句 計

以
上
、
「
千
鳥
」
と

「
鷹
」
が
各
三
句
で
最
も
多
く
、
次
い
で
「
烏
」

「雁
L

の
各
二
句
で
あ
る
。
単
に
「
鳥
」
と
あ
る
の
を
除
く
と
、
九
種
類

に
及
ん
で
い
る
。

以
上
、
四
季
を
通
じ
て
、
芭
蕉
は
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
大
変
多
く
詠

ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
ほ
と
と
、
ぎ
す
」
に
つ
い
て
は
、
『
山
の
井
』
に、

声
を
ま
つ
に
は
、
し
び
り
を
き
ら
し
て
、
立
花
の
か
げ
に
か
し
ら
を

か
た
ぶ
け
、
み
、
を
す
ま
し
、
う
つ
ら
、
う
つ
木
の
も
と
に
日
を
く

- 79一
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ら
し
、
夜
を
あ
か
す
あ
り
さ
ま
、
一
夏
の
う
ち
に
き
か
ぬ
心
を
、
無

言
の
行
を
お
こ
な
ふ
か
と
も
、
山
箆
し
て
音
信
ざ
る
か
と
も
い
ひ
な

し
、
一
声
の
め
づ
ら
し
さ
は
金
輪
王
の
出
世
に
も
く
ら
べ
、
を
し
の

物
い
ふ
に
も
な
ぞ
ふ
。
又
う
づ
き
に
は
ね
ぶ
と
な
く
と
も
、
い
く
さ

み
だ
れ
に
名
の
る
な
ど
も
い
ひ
た
て
〉
悶
の
臼
は
ふ
り
た
て
h

な
き
、

月
夜
に
こ
は
い
ろ
を
か
J

や
か
す
と
も
い
ひ
、
猶
本
尊
か
け
た
と
も
、

不
如
帰
と
も
な
く
に
つ
け
、
地
獄
に
す
む
と
も
、
鴬
の
か
い
こ
に
ま

じ
る
と
も
い
ふ
。

と
あ
り
、
「
一
声
の
め
づ
ら
し
さ
」
を
珍
重
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。

古
来
、

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
は
和
歌
な
ど
に
も
よ
く
詠
ま
れ
て
い
る
が
、

芭
蕉
は
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
、
「
ほ
と
と
、
ぎ
す
」
に
執
着
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
次
に
、
「
ほ
と
と
、
ぎ
す
」
を
詠
ん
だ
句
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

四
、
芭
蕪
の

「ほ
と
と
、
ぎ
す
」
の
句

一
日
部
脚
蹴
染
む
る
一
涙
や
ほ
と
と
ぎ
朱
(
寛
文
六
年
作
)

一
ロ
し
ば
し
間
も
待
つ
や
ほ
と
と
ぎ
す
千
年
(
ク
)

一
九
待
た
ぬ
の
に
菜
売
り
に
来
た
か
時
鳥
(
延
宝
五
年
作
)

一
回
郭
公
招
く
か
麦
の
む
ら
尾
花
(
天
和
元
年
作
)

@
(
旧
時
鳥
正
月
は
梅
の
花
咲
け
り
(
天
和
三
年
作
)

一
蹴
清
く
聞
か
ん
耳
に
香
焼
い
て
郭
公
(
ク
)

一
山
時
鳥
鰹
を
染
め
に
け
り
け
ら
し
(
天
和
年
間
)

一
凶
ほ
と
と
ぎ
す
今
は
俳
諮
師
な
き
世
哉
(
ク
)

一
山
鳥
刺
も
竿
や
捨
て
け
ん
ほ
と
と
ぎ
す
(
貞
享
二
年
作
)

捌
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
鳴
く
飛
ぶ
ぞ
忙
は
し
(
貞
享
四
年
作
)

叩
須
磨
の
海
士
の
矢
先
に
鳴
く
か
郭
公
(
元
禄
元
年
作
)

制
ほ
と
と
ぎ
す
消
え
行
く
方
や
島
一
つ
(
ク
)

四
ほ
と
と
ぎ
す
裏
見
の
滝
の
裏
表
(
元
禄
二
年
作
)

捌
回
や
麦
や
中
に
も
夏
の
ほ
と
と
、
ぎ
す
(
ク
)

削
野
を
横
に
馬
牽
き
む
け
よ
ほ
と
と
ぎ
す
(
ク
)

剛
落
ち
来
る
や
高
久
の
宿
の
郭
公
(
ク
)

間
橘
ゃ
い
つ
の
野
中
の
郭
公
(
元
禄
三
年
作
)

間
ほ
と
と
ぎ
す
大
竹
薮
を
漏
る
月
夜
(
元
禄
四
年
作
)

加
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
音
や
古
き
硯
箱
(
元
禄
五
年
作
)

閣
は
と
と
ぎ
す
鳴
く
や
五
尺
の
菖
草
(
ク
)

叩
郭
公
声
横
た
ふ
や
水
の
上
(
元
禄
六
年
作
)

制
木
隠
れ
て
茶
摘
み
も
開
く
や
ほ
と
と
ぎ
す
(
元
禄
七
年
作
)

蜘
烏
賊
売
の
声
ま
ぎ
ら
は
し
杜
字
(
貞
享
1
元
禄
年
間
)

表
現
上
、
「
ほ
と
と
、
ぎ
す
」
を
第
一
句
に
詠
ん
だ
の
は
十
一
旬
で
、
残

り
十
二
句
は
結
句
に
詠
ん
で
い
る
。
第
一
句
よ
り
も
結
句
に
詠
む
方
が
、

や
や
多
い
が
、
ほ
ぽ
同
数
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

内
容
上
、
@
滑
稽
を
主
眼
と
し
た
談
林
調
(
加
迄
の
句
)
及
び
⑮
俳
譜

独
自
の
新
境
地
を
試
み
た
捌
以
降
の
句
と
に
二
大
別
さ
れ
る
。

@
に
つ
い
て

主
2U

・
ロ
は
共
に
縁
語
的
発
想
に
よ
っ
て
で
き
た
句
で
あ
る
。
九
は
新
古

今
集
歌
を
も
じ
り
、
伝
統
的
美
意
識
を
滑
稽
化
し
、
山
も
古
歌
を
ふ
ま
え

⑮ 

ハU。。
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ワ
u
i
J
4
n丹

、d
e
c
-

-
e

J

ゴ
-
j
l
'
l
i

て
滑
稽
化
し
て
い
る
。
邸
は
正
月
の
梅
に
か
こ
つ
け
、
問
及
び
聞
は
時
鳥

の
声
を
賞
美
す
る
心
を
大
げ
さ
に
表
現
し
た
。

mは
「
時
鳥
」
と
「
鰹
」
を
機

知
に
よ

っ
て
関
連
ぶ
つ
け
た
。
従

っ
て
、
こ
れ
ら
の
句
は
、
ほ
と
ん
ど
談
林
調
で
あ

る
。

加
は
白
(
享
二
年
の
作
で
は
あ
る
が
、
「
刺
梓
書
き
た
る
扇
に
」
と
詞
書

が
あ
り
、
即
興
の
画
讃
句
で
あ
る
。

@
に
つ
い
て

特
に
、
即
の
静
寂
美
及
び
揃

・
削

・
叩
の
爽
涼
感
は
、
さ
す
が
に
芭
蕉

な
ら
で
は
の
句
墳
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
以
前
の
捌
で
は
「
忙
は
し
」
と
、

時
鳥
の
本
性
を
直
叙
し
た
。
叩
で
は
、
矢
先
と
時
鳥
の
声
と
は
共
に
鋭
く
、

哀
調
が
あ
る
。
酬
は
穏
や
か
な
海
上
の
風
景
が
う
か
が
え
る
。
川
切
で
は

「
裏
見
」
に
「
恨
み
」
、
「
裏
表
」
に
「
あ
べ
こ
べ
」
の
意
を
掛
け
、
「
裏
」
「
裏
」

と
韻
を
ふ
ん
で
お
り
、
聞
は
「
高
久
」
に

「空
高
く
」
を
き
か
せ
て
、
共

に
ユ
ー
モ
ア
が
あ
る
。
防
は
、
古
今
集
歌
で
有
名
な
橘
の
香
り
が
記
憶
を

蘇
ら
せ
る
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
閣
は
、
昔
を
偲
ば
せ
る
と
い
う
時
鳥
の

声
を
「
古
き
」
に
こ
め
て
掛
け
た
。
加
は
、
古
今
集
歌
を
換
骨
奪
胎
し
て

「
五
月
」
を
「
五
尺
」
に
転
じ
て
余
情
が
こ
も
っ
て
い
る
。
制
で
は
、
茶

摘
み
の
情
景
を
「
木
隠
れ
て
聞
く
」
と
表
現
し
た
お
も
し
ろ
さ
が
あ
る
。

冷

a
q
u

蜘
で
は
、
軽
い
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
、
晩
年
の
軽
み
に
通
じ
る
作
品
世
界
で

で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
区
分
は
、
貞
享
二
年
迄
と
貞
享
四
年
以
降
と
に
八
刀
け
ら
れ
、

そ
の
境
界
に
あ
た
る
貞
享
三
年
春
に
は
、
蕉
胤
附
限
と
言
わ
れ
る

「古
池

や
」
の
旬
が
見
ら
れ
る
こ
と
と
も

一
欽
し
て
い
る
。

ま
た
、
貞
享
元
年
夏
は
、
問

「市
銀
…
ほ
と
け
ネ
の
ム
リ
も
涼
し
か
れ
」
と

間
「
忘
れ
ず
ば
佐
夜
の
中
山
に
て
涼
め
」
の
二
句
の
み
し
か
作

っ
て
い
な

い
。
同
年
秋
に
出
発
す
る

『野
ざ
ら
し
紀
行
』
の
旅
の
準
備
に
忙
し
か
っ

た
の
か
も
知
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
『
校
本
芭
蕉
全
集
』
等
を
見
て
も
貞
享

三
年
夏
の
作
句
は
全
く
見
ら
れ
な
い
こ
と
は
不
思
議
で
あ
る
。
『
芭
蕉
必
携
』

(学
燈
社
)
な
ど
を
見
て
も
、
貞
享
三
年
夏
は
特
記
事
項
が
な
く
て
不
明
で

ふの
λω

。五
、
芭
蕪
文
集
に
お
け
る
鳥
類
の
表
現

次
に
、
新
潮
日
本
古
典
集
成
『
芭
蕉
文
集
』
を
底
本
と
し
て
、
芭
蕉

が
散
文
に
お
い
て
、
鳥
類
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
、
制
作
年
次

順
に
列
記
し
て
、
側
面
よ
り
見
た
い
。
便
宜
上
、

A

I

C
を
付
記
す
る
。

A
骨
山
と
い
ふ
は
鷹
を
打
つ
処
な
り
。
南
の
海
の
は
て
に
て
、
鷹
の
は

じ
め
て
渡
る
所
と
い
へ
り
。
伊
良
湖
鷹
な
ど
歌
に
も
詠
め
り
け
り
と

思
へ
ば
、
な
ほ
あ
は
れ
な
る
折
ふ
し
、

鷹
一
つ
見
付
け
て
う
れ
し
伊
良
湖
崎

(
『笈
の
小
文
』
貞
享
四
J
五
年
)

B
錦
床
の
夜
の
憾
の
上
に
は
、
鴛
鴛
を
ぬ
ひ
も
の
に
し
て
、

二
つ
の
翼

に
の
ち
の
世
を
か
こ
つ
。

(
『紙
会
の
記
』
元
禄
二
年
九
月
上
旬
)

C
頃
日
は
ほ
と
と
ぎ
す
盛
り
に
鳴
き
わ
た
り
で
人
々
吟
詠
、
草
扉
に
お

と
づ
れ
は
べ
り
し
も
、
同
勾
君
の
何
某
も
旅
に
て
無
常
を
と
げ
た
る
と

こ
そ
申
し
伝
へ
た
れ
ば
、
な
ほ
亡
人
が
述
懐
、
草
庵
に
し
て
う
せ
た

る
こ
と
も
、
ひ
と
し
ほ
悲
し
み
の
た
よ
り
と
な
れ
ば
、
ほ
と
と
ぎ
す

- 81 
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の
句
も
考
案
す
ま
じ
き
覚
悟
に
候
と
こ
ろ
、
愁
情
な
ぐ
さ
め
ば
や
と
、

杉
風
・
曽
良
、
「
水
辺
の
ほ
と
と
ぎ
す
」
と
て
更
に
す
す
む
る
に
ま

か
せ
て
、
ふ
と
存
じ
寄
り
候
句
、

ほ
と
と
ぎ
す
声
や
横
た
ふ
水
の
上

と
申
し
候
に
、
ま
た
同
じ
心
に
て
、

一
声
の
江
に
横
た
ふ
や
ほ
と
と
、
ぎ
す

(
元
禄
六
年
四
月
二
十
九
日
付
宮
崎
剤
口
宛
書
簡
)

以
上
、

A
は
「
鷹

一
つ
」
の
旬
、

C
は
「
ほ
と
と
、
ぎ
す
」
及
、
び
「
一
声

の
」
の
句
を
作
成
す
る
経
緯
を
散
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

B

は
、
『
長
恨
歌
』
を
ふ
ま
え
て
、
「
鴛
鴛
を
ぬ
ひ
も
の
に
し
て
」
に
よ
り
、

夫
婦
仲
の
む
つ
ま
じ
い
こ
と
に
た
と
え
て
い
る
。

六
、

『
山
家
集
』
に
お
け
る
鳥
の
歌

芭
蕉
が
敬
慕
し
た
西
行
の
『
山
家
集
』

の
鳥
の
歌
を
調
査
し
て
、
芭
蕉

と
比
較
対
照
し
た
い
。
新
潮
日
本
古
典
集
成

『山
家
集
』
を
底
本
と
す
る
。

季
節
欄
の

O
印
内
の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
合
計
歌
数
で
あ
る
。

⑫ 春 季節

よ リ最 維 鴬 ，鳥
~ 雁 子

の
」

名，鳥

49 46 31 16 
I 191 

48 34 24 耳大

30 
番

41 

42 下口ヲ

61 

70 

十
tロb、

四 計

首 首 首 首

⑪ 冬 。秋 ⑪ 夏

驚鴛 ，千鳥
す 娃 鷹 R鳥 つ 雁 主再 雪コ=まZ 水 事F事F
ず 子 つ 雀 元島 公 公
め 勺

;主
4 

560 548 535 524 523 470 425 366 363 238 232 179 169 

553 419 2∞ 
562 424 

十
七 七

首 首 首 首 首 首 首 首 首 首 首 首FしL__ 

- 82 -

芭
蕉
は
、
鳥
の
内
で
も
「
ほ
と
と
、
ぎ
す
」
が
最
多
数
を
占
め
て
い
た
が
、

西
行
も
同
様
で
あ
る
こ
と
が
興
趣
深
い
。
『
山
家
集
』
所
収
の
鳥
の
歌
六

十
八
首
中
、
「
郭
公
」
は
二
十
四
首
の
最
多
数
で
、
約
お
%
の
比
率
を
占

め
て
い
る
。
『
山
家
集
』
に
お
い
て
、
季
節
別
で
は
、
春
は
鴬
、
夏
は
郭

公
、
秋
は
雁
、
冬
は
千
鳥
を
多
数
詠
ん
で
い
る
。
芭
蕉
は
、
鴛
、
雁
、
千

鳥
を
西
行
ほ
ど
に
は
詠
ん
で
い
な
い
。
ま
た
、
芭
蕉
は
、
多
種
類
に
及
ん

で
い
る
が
、
西
行
の
『
山
家
集
』
は
、
春
四
種
類
、
夏
三
種
類
、
秋
四
種

類
、
冬
五
種
類
と
、
各
々
少
な
い
。
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『
山
家
集
』

次
に
、
最
多
数
を
占
め
て
い
る

い
て
考
察
す
る
。

ほ
と
と
、
ぎ
す
の
初
音
が
珍
重
さ
れ
た
こ
と
は
、

無
言
な
り
け
る
頃
、
郭
公
の
初
音
を
聞
き
て

mほ
と
と
ぎ
す
人
に
語
ら
ぬ
折
に
し
も
初
音
聞
く
こ
そ
か
ひ
な
か
れ

に
よ

っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

ほ
と
と
ぎ
す
を
待
つ
思
い
は
、

郭
公

印
わ
が
宿
に
花
橘
を
樋
ゑ
て
こ
そ
山
ほ
と
と
ぎ
す
待
つ
べ
か
り
け
れ

悶
た
づ
ぬ
れ
ば
聞
き
が
た
き
か
と
ほ
と
と
ぎ
す
今
宵
ば
か
り
は
待
ち

こ
こ
ろ
み
ん

削
ほ
と
と
ぎ
す
待
つ
心
の
み
尽
く
さ
せ
て
声
を
ば
惜
し
む
五
月
な
り
け

同
リ

の
ほ
と
と
ぎ
す
の
歌
に
つ

人
に
代
り
て

間
待
つ
人
の
心
を
知
ら
ば
ほ
と
と
、
ぎ
す
た
の
も
し
く
て
や
夜
を
あ
か
さ

キ
宇

AFIレ

郭
公
を
待
ち
て
空
し
く
明
け
ぬ
と
い
ふ
こ
と
を

間
ほ
と
と
ぎ
す
聞
か
で
明
け
ぬ
と
告
げ
顔
に
待
た
れ
ぬ
と
り
の
音
ぞ
聞

ゅ
な
る

間
待
つ
こ
と
は
初
音
ま
で
か
と
思
ひ
し
に
聞
き
ふ
る
さ
れ
ぬ
ほ
と
と
、
ぎ

す
か
な

実

3
、
3
i
主
削
工
津
大
1〈

A
4
L
J
'ハ
バ
川

J
J
〆
c
t
v

に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
歌
二
十
四
首
中
、
「
待

つ
」
を

一
首
中
に
詠
み
こ
ん
だ
の
は
、
以
上
六
首
あ
っ
て
、
お
%
の
比
率

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
芭
蕉
の
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
句
二
十
三
句
中
、

「待
つ
」
及
び

そ
の
活
用
語
を

一
句
中
に
詠
み
こ
ん
だ
の
は
、
既
述
の
と
お
り
、
ロ
・
九

の
二
句
の
み
で
あ
る
。
ロ
は
寛
文
六
年
作
、
九
は
延
宝
五
年
作
で
、
初
期

の
作
品
に
限
ら
れ
て
い
る
。
以
後
、
芭
蕉
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
を
待
つ
と
い

う
伝
統
的
な
和
歌
世
界
を

一
歩
ふ
み
こ
ん
で
、
俳
諮
独
自
の
世
界
を
構
築

し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
延
宝
六
年
ま
た
は
七
年
、
芭
蕉
は
、

正
式
の
俳
諸
宗
匠
立
机
の
た
め
の
俳
諮
万
句
を
興
行
し
、
俳
諮
師
と
し
て

の
道
を
歩
ん
で
行
っ
た
こ
と
と
も
関
連
が
あ
ろ
う
。

- 83 -

お
わ
り
に

以
上
、
本
小
論
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
芭
蕉
の
鳥
類
の
句
は
、
貞
享
四

年
よ
り
激
増
し
、
元
禄
五
、
六
年
は
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
の
理
由
に

つ
い
て
考
察
し
た
。
次
に
、
鳥
類
の
句
に
関
し
て
、
芭
蕉
は
夏
型
の
俳
諮

師
で
あ
る
こ
と
、
「
ほ
と
と
、ぎ
す
」
を
詠
ん
だ
句
が
最
多
数
を
占
め
る
こ

と
を
し
る
し
た
。
さ
ら
に
、
西
行
に
お
い
て
も
、
「
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
歌

が
最
多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
が
、
血
(
趣
深
い
。

ま
た
、
芭
蕉
は
、
鴬
、
雁
、
千
鳥
を
西
行
ほ
ど
に
は
詠
ん
で
い
な
い
。

ほ
と
と
ぎ
す
を
待
つ
と
い
う
内
容
の
芭
蕉
の
句
は
、
延
宝
五
年
迄
の
初
期

に
限
ら
れ
て
お
り
、
以
後
、
芭
蕉
は
、
伝
統
的
和
歌
世
界
か
ら
俳
諮
世
界

へ
と
脱
皮
を
は
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
延
宝
六
、
七
年
の
俳
諸
宗
匠
立
机
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と
も
関
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

キ
ヱ

1

制
稲
妻
や
閣
の
方
行
く
五
位
の
声

に
つ
い
て
は
、

『
連
歌
俳
諮
研
究
』
第
七
十
五
号
所
収
今
栄
蔵
氏

「
暁
台
王
催
蕉
翁
百
回
忌
法
会
と
芭
蕉
真
蹟
懐
紙
L

に
、
「
非
の
打
ち
ど

こ
ろ
の
な
い
芭
蕉
の
真
蹟
」
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

2 

日
・
ロ
の
出
典
『
続
山
弁
』
の
所
収
の

蝉
の
経
に
本
尊
か
け
よ
郭
公
湖
春

或
人
興
行
に

下
種
近
う
と
へ
や
雲
井
の
郭
公
季
吟

な
ど
、
他
の
作
者
に
比
し
、
芭
蕉
が
特
に
秀
れ
て
い
る
と
い
う
ほ
ど
の

こ
と
は
な
い
。
さ
ら
に
、
談
林
俳
諮
の
『
誹
諮
東
日
記
』
を
見
て
も
、

同
様
の
こ
と
が
勺
え
る。

ま
た
、
日
の
句
に

つ
い
て
、
赤
羽

学
博
士
は
、
「
寛
文
六
年
芭
蕉

二
十
三
歳
の
折
の
作
で
、
同
年
四
月
二
十
五
日
に
他
界
し
た
主
君
藤

堂
良
忠
(
俳
号
蝉
吟
)
の
追
悼
句
で
は
な
か
っ
た
か
と
い
う
私
見
は
、

既
に
他
に
も
同
様
な
指
摘
が
あ
り
、
ほ
ぼ
正
鵠
を
得
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
L

(

『芭
蕉
俳
句
鑑
賞
』

臥
お
)
と
、
記
載
さ
れ
て
い

ヲ

9

。

3 

こ
の
句
の
制
作
年
次
に
つ
い
て
は

(
日
本
古
典
全

「元
禄
七
年
L

書
『
芭
蕉
句
集
』
穎
原
退
蔵
校
注
)、

「
元
禄
七
年
か
叫

(
日
本
古
典
文

学
大
系
『
芭
蕉
句
集
』
大
谷
篤
蔵
校
注
)、

「恐
ら
く
晩
年
、
元
禄
五

・

六

・
七
年
頃
の
作
と
思
わ
れ
る
が
、
芭
蕉
生
前
の
集
に
見
え
ず
、
年
次

推
定
の
根
拠
を
欠
く
己
(
『
校
本
芭
蕉
全
集
』
荻
野
清
・
大
谷
篤
蔵

校
注
)
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
最
晩
年
の
句
で
あ
ろ
う
。

4 

郭
公
は
、

本
来
夏
を
代
表
す
る
鳥
で
あ
る
が
、
こ
の
歌
に
は
、

「春

の
う
ち
に
郭
公
を
聞
く
と
い
ふ
こ
と
を
」
と
、
詞
室
目
、
が
あ
り
、
春
に
ほ

と
と
ぎ
す
を
聞
く
喜
び
を
詠
ん
で
い
る。
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